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1. 計画の概要 

 背景及び目的 

令和 4 年 3 月に奈良交通株式会社から、富雄庄田線のうち、傍示・生駒北スポーツセン

ター～学研北生駒駅間の廃止案が提示されたが、バス路線廃止による地域への影響が大き

いことから、対象区間のバス路線の存続に向けて、市と奈良交通株式会社とで協議を続けて

いた。 

令和 6 年 3 月 15 日に「生駒市と奈良交通株式会社との連携・協力に関する協定書」を締

結し、傍示・生駒北スポーツセンター～学研北生駒駅間については、市が財政支援を行うこ

とで、以下のとおり令和 7 年 10 月以降も運行を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、富雄庄田線の運行を継続していくため、富雄庄田線の一部系統を廃止するととも

に、新たに学研北生駒駅～傍示間を運行する系統を新設することで運行を効率化し、生駒市

地域公共交通利便増進実施計画【高山地区】（以下、利便増進計画という）を策定して利便

性向上による利用者の増加を通じて収支改善を図る。 

 

 

  

【奈良交通(株)の再編案】 
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 計画の位置づけ 

本計画は、「生駒市地域公共交通計画」の実施計画として位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画区域及び計画期間 

1.3.1. 計画区域 

計画区域は、生駒市北部に位置する高山町（以下、高山地区）とします（図 1-1 を参照）。 

 

1.3.2. 計画期間 

計画期間は、生駒市地域公共交通計画と整合を図ることとし、令和 7年度から令和 13年

度までの 7年間とします。 

なお、計画期間中の社会情勢や法制度等の状況の変化に応じて、適宜見直しを行います。 

 

表 1-1 計画の期間 

 

2031
年度
(R13)

2030
年度
(R12)

2029
年度
(R11)

2028
年度
(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

2023
年度
(R5)

2022
年度
(R4)

2021
年度
(R3)

2020
年度
(R2)

生駒市地域公共交通計画

総合計画基本計画
［第１期］

総合計画基本計画
［第２期］

総合計画基本計画
［第３期］

都市計画マスタープラン
（令和３年６月改定）

中間
見直し

都市計画
        

（H23.3策定）

立地適正化計画（検討中）
（令和８年度～）

生駒市地域公共交通
利便増進実施計画
【高山地区】

生駒市地域公共交通計画 

生駒市地域公共交通 

利便増進実施計画 

【高山地区】 

利用者の利便の増進に 

資する事業の具体化 

生駒市都市計画マスタープラン 

生駒市立地適正化計画（策定中） 

奈良県地域公共交通計画 

（関連計画） 
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図 1-1 利便増進計画の実施区域（高山地区） 
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 現状及び課題 

1.4.1. 現状 

(1) 高山地区の公共交通の概要 

・ 高山地区では、路線バスの富雄庄田線が運行しています。１日あたりの運行本数

は、平日は片道 17本/日、土曜及び日祝は片道 13本/日です。 

・ 富雄庄田線は、午前 6時から午後 21時まで運行していますが、学研北生駒駅から

傍示行きの路線バスは平日 18:44が最終便であるため、通勤・通学の帰宅手段とし

て利用しにくい状況にあります。 

 

【高山地区の公共交通網図】 
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【ダイヤ（傍示～学研北生駒駅間）】 

 

 

出典：奈良交通 HP 

  

【平日】

停留所 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

傍示 - 6:37 - 7:09 7:42 8:13 8:59 9:59 11:04 12:04 13:04 14:05 14:49 15:37 16:35 17:37 18:19

庄田 6:04 ↓ - ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

高山学校前 ↓ ↓ 7:02 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

学研北生駒駅 6:20 7:01 7:13 7:33 8:06 8:37 9:23 10:23 11:28 12:28 13:28 14:29 15:13 16:01 16:59 18:01 18:43

【平日】

停留所 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

学研北生駒駅 6:38 7:12 7:38 8:19 9:16 10:16 11:16 12:16 13:16 14:16 14:56 16:06 17:05 17:50 18:44 20:24 21:42

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

高山学校前 6:51 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

庄田 - ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 20:36 21:54

傍示 - 7:39 8:05 8:46 9:43 10:43 11:43 12:43 13:43 14:43 15:23 16:33 17:32 18:15 19:11 - -

傍示　➡　学研北生駒駅方面行き

学研北生駒駅　➡　傍示方面行き

【土曜日・日祝日】

停留所 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

生駒北スポーツセンター - - - 8:57 9:58 10:58 11:58 12:58 13:58 14:58 15:58 16:58 17:29

傍示 - 7:05 8:13 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

庄田 6:32 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

学研北生駒駅 6:48 7:29 8:37 9:27 10:28 11:28 12:28 13:28 14:28 15:28 16:28 17:28 17:59

【土曜日・日祝日】

停留所名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

学研北生駒駅 7:33 8:19 9:16 10:16 11:16 12:16 13:16 14:16 15:16 16:16 17:20 18:47 20:50

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

宮方橋 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 20:56

庄田 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 17:34 ↓ -

傍示 8:00 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ - ↓ -

生駒北スポーツセンター - 8:52 9:49 10:49 11:49 12:49 13:49 14:49 15:49 16:49 - 19:20 -

生駒北スポーツセンター　➡　学研北生駒駅方面行き

学研北生駒駅　➡　傍示方面行き
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(2) 富雄庄田線の利用状況 

・ 富雄庄田線の全体（傍示～富雄駅間）の１日あたりの平均利用者数は、令和 6年 6

月時点で、平日は約 463人、土曜は約 288人、日祝は約 157人です。令和 4年から

の推移は、平日は微増、土曜・日祝は減少しています。 

・ 高山地区内（傍示～学研北生駒駅間）の利用者数は、令和 6年 6月時点で、平日は

約 102人、土曜は約 63人、日祝は約 139人です。令和 4年からの推移は、平休と

もに減少しています。 

・ 学研北生駒駅を跨る場合（高山地区内の停留所～学研北生駒駅以南の停留所間）の

利用者数は、令和 6年 6月時点で、平日は約 41人、土曜は約 15人、日祝は約 8人

です。令和 4年からの推移は、平日・日祝は減少、土曜は増加しています。 

＜路線全体（傍示～富雄駅間）＞ 

 

＜高山地区内（傍示～学研北生駒駅間）＞ 

 

＜学研北生駒駅を跨る（高山地区内の停留所～学研北生駒駅以南の停留所間）＞ 

 

出典：奈良交通 調査データ（R4～6） 

図 1-2 富雄庄田線の 1日あたりの利用者数 
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・ 停留所別の 1日あたりの乗降人数は、生駒市内及び高山地区内では、平休ともに学

研北生駒駅の乗降人数が最も多いです。 

・ 学研北生駒駅の次に利用が多いのは、高山地区内では、平日は生駒北小中学校、土

曜及び日祝は生駒北スポーツセンターです。平日は通学、土曜及び日祝はスポーツ

センターの施設利用を目的とした利用者が多いと考えられます。 

 

表 1-2 富雄庄田線の 1日あたりの停留所別乗降人数（生駒市内の停留所のみ抜粋） 

 

出典：奈良交通 調査データ（R6） 

 

 

  

乗車 降車 乗車 降車 乗車 降車
生駒北スポーツセンター 0.0 0.0 4.0 15.0 6.0 15.0
傍示（南） 5.5 1.5 1.0 1.0 0.0 0.0
傍示 1.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0
高山狭戸 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0
高船口 2.0 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0
鐘付田 4.0 2.0 0.0 0.0 1.0 0.0
東庄田 6.5 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0
庄田 5.5 4.5 3.0 1.0 5.0 2.0
西庄田 6.5 5.0 0.0 3.0 0.0 0.0
上大北 6.0 3.5 4.0 4.0 2.0 1.0
大北 4.5 5.5 0.0 1.0 0.0 1.0
高山八幡宮前 7.5 5.0 4.0 4.0 2.0 2.0
高山学校前 17.0 7.5 7.0 7.0 3.0 2.0
生駒北小中学校 9.0 25.0 4.0 4.0 1.0 1.0
宮方橋 4.0 2.0 3.0 4.0 2.0 0.0
高山 1.5 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0
高山芝 3.5 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0
西向橋 5.0 3.0 0.0 1.0 0.0 0.0
鵄山 0.0 0.5 0.0 1.0 0.0 0.0
上大町 1.0 2.5 5.0 1.0 1.0 0.0
学研北生駒駅 51.0 58.0 54.0 36.0 22.0 26.0
掛橋 4.0 4.0 7.0 7.0 1.0 4.0
蛇喰 10.0 4.5 7.0 2.0 1.0 2.0
真弓橋 3.0 1.0 4.0 1.0 1.0 1.0
生駒上町 2.5 10.5 2.0 2.0 2.0 2.0
安養寺橋 8.5 5.0 3.0 0.0 0.0 1.0
出垣内 10.0 7.5 1.0 7.0 5.0 4.0
上町高樋 23.0 14.0 5.0 10.0 5.0 5.0

平日 土曜 日祝

生
駒
市
内

高
山
地
区
内
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(3) 高山地区の地元意見 

・ 富雄庄田線を利用している人は、日中・朝夕の運行本数の少なさや、乗りたい時間

に運行していないことに困っている。獅子ヶ丘・宮方・久保では、自宅からバス停

まで歩くのが大変なことに困っており、芝・大北・傍示・宮方では、バス停にベン

チや屋根がないことに一定数の人が困っている。 

・ 利用していない人の利用しない理由は、自家用車での移動や、乗りたい時間に運行

していないことが多くを占める。獅子ヶ丘・久保では自宅からバス停まで歩くのが

大変なことがネックとなっている。獅子ヶ丘では日中・朝夕の運行本数の少なさ

や、乗りたい時間に運行していないことを理由とする人が多く、平日に地域内まで

運行していないことが原因と考えられる。 

 

表 1-2 富雄庄田線利用で困っていること（自治会別） 

 

出典：令和 5 年度高山地区住民アンケート調査結果（生駒市） 

※富雄庄田線利用で困っていることは複数回答可 

 

表 1-3 富雄庄田線を利用しない理由（自治会別） 

 

出典：令和 5 年度高山地区住民アンケート調査結果（生駒市） 

※富雄庄田線を利用しない理由は複数回答可 
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無
回
答

429 15% 0% 2% 27% 26% 27% 5% 6% 6% 1% 7% 11% 9%
傍示 23 0% 0% 4% 9% 13% 35% 4% 0% 9% 0% 9% 26% 9%
獅子ヶ丘 34 50% 0% 0% 21% 32% 18% 3% 6% 3% 0% 15% 9% 3%
芝 31 13% 0% 0% 23% 10% 13% 0% 3% 10% 0% 6% 16% 16%
久保 65 22% 0% 5% 40% 26% 23% 8% 9% 0% 0% 3% 9% 2%
庄田 123 11% 0% 1% 22% 23% 29% 7% 6% 4% 2% 8% 12% 15%
大北 125 8% 1% 2% 31% 34% 34% 4% 6% 9% 2% 5% 7% 8%
宮方 28 25% 0% 4% 32% 32% 14% 7% 11% 7% 0% 11% 11% 4%

全体合計

居
住
地

自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
歩
く

こ
と
が
大
変

目
的
地
に
バ
ス
停
が
な
い

時
刻
通
り
に
運
行
し
て
い
な

い 日
中
の
運
行
本
数
が
少
な
い

朝
夕
の
運
行
本
数
が
少
な
い

乗
り
た
い
時
間
に
運
行
し
て

い
な
い

バ
ス
か
ら
鉄
道
の
乗
り
継
ぎ

が
悪
い

鉄
道
か
ら
バ
ス
の
乗
継
が
悪

い バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
や
屋
根
が

な
い

ル
ー

ト
や
時
刻
表
が
よ
く
わ

か
ら
な
い

退
職
・
卒
業
に
よ
り
バ
ス
を

利
用
し
な
く
な
っ

た

バ
ス
沿
線
の
目
的
地
に
行
か

な
く
な
っ

た

自
家
用
車
を
運
転
し
て
い
る

自
家
用
車
で
送
迎
し
て
も

ら
っ

て
い
る

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

816 16% 3% 1% 16% 8% 17% 2% 2% 3% 2% 7% 3% 75% 20% 11% 2%
傍示 41 7% 5% 0% 10% 0% 12% 0% 0% 0% 0% 10% 0% 76% 15% 10% 2%
獅子ヶ丘 82 38% 1% 0% 28% 17% 28% 1% 4% 4% 4% 1% 0% 72% 21% 20% 0%
芝 126 11% 3% 3% 10% 8% 14% 1% 2% 8% 4% 8% 6% 61% 19% 25% 2%
久保 131 26% 4% 2% 17% 8% 15% 3% 2% 2% 3% 6% 6% 77% 24% 5% 2%
庄田 182 12% 3% 0% 16% 10% 17% 1% 1% 1% 1% 9% 1% 78% 19% 9% 2%
大北 160 8% 2% 1% 16% 8% 16% 2% 4% 2% 1% 4% 3% 81% 16% 5% 1%
宮方 94 19% 4% 0% 16% 4% 16% 2% 2% 2% 5% 12% 3% 73% 26% 5% 2%

居
住
地

全体合計
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・ 鉄道を利用するために学研北生駒駅へ移動する際の到着時間をみると、行きでは、

富雄庄田線利用者・非利用者ともに、朝 7～9時台がピークとなっている。 

・ 帰りでは、富雄庄田線利用者は昼 12時台と夕方 17・18時台がピークだが、非利用

者は 17～19時台がピークとなっている。また、学研北生駒駅→傍示便の終発は 18

時台、学研北生駒駅→庄田便の終発は 21 時台だが、19 時以降あるいは 22 時以降

においても学研北生駒駅から帰宅する方が一定いることがわかる。 

 

 

 

出典：令和 5 年度高山地区住民アンケート調査結果（生駒市） 

図 1-2 学研北生駒駅の到着時間（学研北生駒駅への交通手段別） 

（上：行き、下：帰り） 

※学研北生駒駅の到着時間、学研北生駒駅への交通手段は複数回答可 
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・ 地元からの主な意見は、①最終便の延長、②帰宅時間帯の増便、③学研北生駒駅で

の鉄道－バスの乗り継ぎ、④獅子ヶ丘地区のバス停新設、⑤学童向けの運行、⑥ダ

ウンサイジング・デマンド型の運行であった。 

 

 

出典：令和 5 年度高山地区住民アンケート調査結果（生駒市）、令和 5 年度生駒北小中学

校 小中学生アンケート調査結果（生駒市） 
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1.4.2. 課題 

生駒市地域公共交通計画において、生駒市における地域公共交通として次の 8 項目の課

題を整理しています。これらの課題をうけ、また、前述の高山地区の現状を受け、高山地区

を運行するバス路線を見直し、持続可能で利便性の高い公共交通サービスの提供を図りま

す。 

 

図 1-3 生駒市全体の公共交通の課題及び高山地区の公共交通の課題 

出典：市全体の課題）生駒市地域公共交通計画より抜粋 

 

 

  

生駒市地域公共交通計画で整理した課題

公共交通サービスの適切な見直しによる日常生
活に必要な買い物や通院等の移動の保障

マイカー利用から公共交通利用へ、安心して転
換できる環境づくり

計画的市街地における高齢者等の近距離移動手
段の支援

市民等と協働で乗る・支える意識の醸成による、
公共交通サービスの安定的な提供

周遊観光等の利便性向上

北部地域や南部地域の地域拠点や最寄り駅への
アクセスの利便性向上

公共交通サービスが不便な地区の移動支援

公共交通に係る行政負担額の適正化

利便性に関する課題

持続性に関する課題

活動機会保障に関する課題

高山地区の公共交通の課題

高山地区の公共交通サービスの維持・確保
（富雄庄田線の廃止案の提示を受けて）

通学時間帯や帰宅時間帯などの公共交通
サービスの利便性向上

平日の獅子ヶ丘の公共交通空白状態の解消

（左記の市全体の課題と同様である）
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2. 事業の内容・実施主体 

 事業の全体像 

生駒市地域公共交通計画で定めた事業項目のうち、以下（P13）に示す事業項目に関して

実施します。具体的には、高山地区のバス路線の再編として、高山地区を運行する「富雄庄

田線」の一部系統を廃止し、新たに学研北生駒駅～傍示間を運行する系統を新設します。 
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生駒市地域公共交通計画で示された事業項目 

基本方針／方向性／事業項目 事業内容 

①公共交通サービスの提供による市民の活動機会の保障  買い物や通院の時間帯に合わせた公共

交通サービスの提供、既存公共交通サ

ービスの強化等を検討する。 

 ①市民の日常生活における活動機会の保障 

  ②買い物や通院等の時間帯に合わせた公

共交通サービスの提供 

②まちづくりと連携した公共交通サービスの提供 地域拠点や生活拠点まで公共交通サー

ビスを利用して移動できない（時間が

かかる）地区については、路線バスや

たけまる号のサービス提供状況を検証

し、必要に応じて改善等の検討を行う。 

 ①まちづくりや観光分野と公共交通の連携 

  ⑥都市拠点等への公共交通サービスの見

直し・改善 

 

 

生駒市地域公共交通利便増進実施計画【高山地区】での事業項目 

事業項目 事業内容 実施主体 

高山地区におけるバス路線の再編 

 富雄庄田線の一

部系統の見直し 

・ 富雄庄田線の一部系統を廃止し、新たな系統を新

設する。 

➢ 新たな系統の運行区間は、学研北生駒駅～傍

示方面に短縮し、定時性向上を図る。 

➢ 生駒北スポーツセンターへの平日運行を行

い、獅子ヶ丘地区の生活利便性向上と、くろ

んど池の観光利用促進を図る。 

➢ 帰宅時間帯の学研北生駒駅から傍示方面の

バスを増便することで、利用者利便性向上を

図る。また、同方面への帰宅時間帯の終発時

間を延長し（かつ、庄田終点を傍示終点に変

更）、庄田以北の利用者利便性向上を図る。 

➢ 学研北生駒駅での鉄道とバスの乗継を考慮

した運行時刻に変更し、乗継利便性向上を図

る。 

➢ 生駒北小中学校の通学時間にあわせた運行

時刻に変更し、通学利便性向上を図る。 

➢ 通勤通学時間帯を除く 9 時以降のダイヤを

パターンダイヤに変更し、利用者利便性向上

を図る。 

奈良交通 

 学研北生駒駅で

の乗継運賃の見

直し 

・ 傍示方面～学研北生駒駅と、学研北生駒駅～富雄

駅のバスにおいて、乗継割引を適用し、富雄方面

への乗継利便向上を図る。 

奈良交通 
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 個別事業の内容 

2.2.1. 富雄庄田線の一部系統の見直し 

富雄庄田線の一部系統を廃止するとともに、学研北生駒駅～傍示間を運行する新たな系

統を新設します。新たな系統では、運行区間を学研北生駒駅～傍示方面に短縮し、定時性向

上を図ります。また、生駒北スポーツセンターへの平日運行を行い、獅子ヶ丘地区の生活利

便性向上と、くろんど池周辺に停留所を新設することで観光利用促進を図ります。 
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(1) 運行概要 

 

 1) 系統別の運行本数等 

■富雄庄田線の再編対象系統 

【再編前】 

系統 

番号 
起点 経由地 終点 

キロ程 

[km] 

運行回数[回] 

（片道 1便の運行を 0.5 回で記載） 再編 

対象 平日 

学開 

平日 

学休 

土曜 

学開 

土曜 

学休 
休日 

151 富雄駅 学研北生駒駅 高山学校前 6.8 1.0 1.0 0.5 0.5 0.5 ○ 

152 富雄駅 学研北生駒駅 庄田 8.4 1.5 1.5 1.0 1.0 1.0 ○ 

153 富雄駅 学研北生駒駅 傍示 11.3 14.0 14.5 1.5 1.5 1.5 ○ 

154 富雄駅 育英西校、学研北生駒駅 傍示 12.4 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 ○ 

156 富雄駅 学研北生駒駅、傍示 生駒北 SC 13.0 0.0 0.0 9.5 10.0 10.0 ○ 

155 富雄駅 二名 学研北生駒駅 4.4 11.0 11.0 7.5 7.5 5.0 － 

157 富雄駅 育英西校、学研北生駒駅、傍示 生駒北 SC 14.1 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 ○ 

文 富雄駅 二名 育英西校 2.2 10.5 0.0 9.0 0.0 0.0 － 

合計 － 38.5 28.0 29.5 20.5 18.0 － 

（学研北生駒駅以北のみ） － 17.0 17.0 13.0 13.0 13.0 － 

※黄色：幹線補助系統 

 

【再編後】 

系統 

番号 
起点 経由地 終点 

キロ程 

[km] 

運行回数[回] 

（片道 1便の運行を 0.5 回で記載） 再編 

対象 平日 

学開 

平日 

学休 

土曜 

学開 

土曜 

学休 
休日 

① 北生駒 生駒北小中学校 高山学校前 2.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 ○ 

② 北生駒 生駒北小中学校 庄田 4.0 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 ○ 

③ 北生駒 生駒北小中学校 傍示 6.9 14.5 14.5 1.5 1.5 1.5 ○ 

④ 北生駒 生駒北小中学校、傍示 生駒北 SC 8.6 2.0 2.0 10.0 10.0 10.0 ○ 

155 富雄駅 二名 学研北生駒駅 4.4 28.0 28.0 20.5 20.5 18.0 － 

文 富雄駅 二名 育英西校 2.2 10.5 0.0 9.0 0.0 0.0 － 

合計 － 38.5 28.0 29.5 20.5 18.0 － 

（学研北生駒駅以北のみ） － 17.5 17.5 13.0 13.0 13.0 － 

※黄色：幹線補助系統 水色：フィーダー補助系統（予定） 

 北生駒：学研北生駒駅 
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 2) 路線図 

【再編前】 

 

（地図：地理院タイルを使用） 
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【再編後】 

 

（地図：地理院タイルを使用） 
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 3) 個別系統の状況 

 

■151系統 富雄駅～学研北生駒駅～高山学校前 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

廃止 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（151 系統） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（大型） 

運行区間 起点）富雄駅  終点）高山学校前 

主な経由地）学研北生駒駅 

キロ程 6.8km 

運行本数 

※富：富雄駅、

傍：傍示方面 

 富→傍 傍→富 

平日 1 便 1 便 

休日 1 便 0 便 

停留所数 25 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）6:22、7:02 

休日）20:33 

ダイヤ設定 － 

運賃 距離制運賃 

 

■①系統 学研北生駒駅～高山学校前 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 

路線新設 

のため 

該当なし 

一般乗合旅客自動車運送事業 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（①） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（●●） 

運行区間 起点）学研北生駒駅  終点）高山学校前 

主な経由地）生駒北小中学校 

キロ程 2.4km 

運行本数 

※北：学研北生

駒駅、傍：傍示 

 北→傍 傍→北 

平日 0～1 便 1 便 

休日 1 便 0 便 

停留所数 9 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）6:42 

休日）20:33 

ダイヤ設定 － 

運賃 距離制運賃 
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■152系統 富雄駅～学研北生駒駅～庄田 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

廃止 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（152 系統） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（大型） 

運行区間 起点）富雄駅  終点）庄田 

主な経由地）学研北生駒駅 

キロ程 8.4km 

運行本数 

※富：富雄駅、

傍：傍示方面 

 富→傍 傍→富 

平日 2 便 1 便 

休日 1 便 1 便 

停留所数 29 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）6:03、20:09、21:27 

休日）6:31、17:01 

ダイヤ設定 － 

運賃 距離制運賃 

 

■②系統 学研北生駒駅～庄田 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 

路線新設 

のため 

該当なし 

一般乗合旅客自動車運送事業 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（②） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（●●） 

運行区間 起点）学研北生駒駅  終点）庄田 

主な経由地）生駒北小中学校 

キロ程 4.0km 

運行本数 

※北：学研北生

駒駅、傍：傍示 

 北→傍 傍→北 

平日 0～2 便 1 便 

休日 1 便 1 便 

停留所数 14 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）6:42 

休日）6:31、17:01 

ダイヤ設定 － 

運賃 距離制運賃 
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■153系統 富雄駅～学研北生駒駅～傍示 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

廃止 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（153 系統） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（大型） 

運行区間 起点）富雄駅  終点）傍示 主な経由地）学研北生駒駅 

キロ程 11.3km 

運行本数 

※富：富雄駅、

傍：傍示方面 

 富→傍 傍→富 

平日 14 便 15 便 

休日 1 便 2 便 

停留所数 35 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）6:37～18:28 

休日）7:05～8:13 

ダイヤ設定 主に昼間時間帯のパターンダイヤ化（平日傍示発：11～13 時

台は 04 分発、平日富雄駅発：9～14 時台は 00 分発） 

運賃 距離制運賃 

備考 幹線補助系統 

 

■③系統 学研北生駒駅～傍示 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 

路線新設 

のため 

該当なし 

一般乗合旅客自動車運送事業 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（③） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（●●） 

運行区間 起点）学研北生駒駅 終点）傍示 主な経由地）生駒北小中学校 

キロ程 6.9km 

運行本数 

※北：学研北生

駒駅、傍：傍示 

 北→傍 傍→北 

平日 14～16 便 13～15 便 

休日 1 便 2 便 

停留所数 20 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）6:20～21:00 

休日）6:31、17:01 

ダイヤ設定 主に昼間時間帯のパターンダイヤ化（平日傍示発：9～18 時

台は 27 分発、平日学研北生駒駅発：9～21 時台は 00 分発） 

運賃 距離制運賃 

備考 フィーダー補助系統 
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■154系統 富雄駅～育英西校・学研北生駒駅～傍示 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

廃止 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（154 系統） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（大型） 

運行区間 起点）富雄駅  終点）傍示 

主な経由地）育英西校、学研北生駒駅 

キロ程 12.4km 

運行本数 

※富：富雄駅、

傍：傍示方面 

 富→傍 傍→富 

平日 1 便 0 便 

休日 0 便 0 便 

停留所数 36 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）7:57 

休日）－ 

ダイヤ設定 － 

運賃 距離制運賃 

備考 幹線補助系統（みなし系統）  
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■156系統 富雄駅～学研北生駒駅・傍示～生駒北スポーツセンター 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

廃止 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（156 系統） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（大型） 

運行区間 起点）富雄駅  終点）生駒北スポーツセンター 

主な経由地）学研北生駒駅、傍示 

キロ程 13.0km 

運行本数 
※富：富雄駅、

傍：傍示方面 

 富→傍 傍→富 

平日 0 便 0 便 

休日 10 便 10 便 

停留所数 37 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）－ 

休日）8:03～18:31 

ダイヤ設定 主に昼間時間帯のパターンダイヤ化（休日生駒北スポーツセ

ンター発：9～16 時台は 58 分発、休日富雄駅発：9～16 時

台は 00 分発） 

運賃 距離制運賃 

備考 幹線補助系統（協議会承認のみなし系統）  

 

■④系統 学研北生駒駅～傍示～生駒北スポーツセンター 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 

路線新設 

のため 

該当なし 

一般乗合旅客自動車運送事業 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（④） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（●●） 

運行区間 起点）学研北生駒駅  終点）生駒北スポーツセンター 

主な経由地）生駒北小中学校、傍示 

キロ程 8.6km 

運行本数 
※北：学研北生

駒駅、傍：傍示 

 北→傍 傍→北 

平日 0～2 便 0～2 便 

休日 10 便 10 便 

停留所数 22 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）7:29～17:00 

休日）6:31、17:01 

ダイヤ設定 － 

運賃 距離制運賃 

備考 フィーダー補助系統 
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■157系統 富雄駅～育英西校・学研北生駒駅・傍示～生駒北スポーツセンター 

項目 再編前 再編後 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

廃止 

運行形態 定時定路線（路線定期運行） 

路線 富雄庄田線（157 系統） 

運行主体 奈良交通株式会社 

運行車両 ●人乗り車両（大型） 

運行区間 起点）富雄駅  終点）生駒北スポーツセンター 

主な経由地）育英西校、学研北生駒駅、傍示 

キロ程 14.1km 

運行本数 

※富：富雄駅、

傍：傍示方面 

 富→傍 傍→富 

平日 0 便 0 便 

休日 1 便 0 便 

停留所数 39 箇所 

運行日 毎日 

運行時間帯 

(発時刻) 

平日）－ 

休日）7:57 

ダイヤ設定 － 

運賃 距離制運賃 
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(2) 運行本数の概要 

新たな系統の学研北生駒駅～傍示方面については、帰宅時間帯（18 時以降）の増便や終

発時間延長、通勤通学時間帯を除く 9 時以降のパターンダイヤ化等を図ることで、利用者

利便性向上を図ります。 

 

■運行本数 

全体 

(合計) 
運行区間 

運行回数 

時間区分 
平日 休日 

北→傍 傍→北 北→傍 傍→北 

再編前 学研北生駒駅～傍示間 
帰宅時間帯 3 便 1 便 2 便 0 便 

終日 17 便 17 便 13 便 13 便 

再編後 学研北生駒駅～傍示間 
帰宅時間帯 4 便 1 便 2 便 0 便 

終日 18 便 17 便 13 便 13 便 

※北：学研北生駒駅、傍：傍示方面 

 帰宅時間帯：18 時以降 

 

■パターンダイヤの設定イメージ 

全体 

(合計) 

対象となる

運行区間 

運行パターン 

時間区分 平日 休日 

再編前 
学研北生駒

駅～傍示間 
9 時 ～ 22 時 

学研北生駒駅発：最大待ち時間 

100 分(計 13 本) 

傍示発    ：最大待ち時間 

65 分 (計 10 本) 

学研北生駒駅発：最大待ち時間 

123 分 (計 11 本) 

生駒北 SC 発：最大待ち時間 

60 分 (計 9 本) 

再編後 
学研北生駒

駅～傍示間 
9 時 ～ 22 時 

学研北生駒駅発：最大待ち時間 

60 分 (計 13 本) 

傍示発    ：最大待ち時間 

60 分 (計 10 本) 

学研北生駒駅発：最大待ち時間 

123 分 (計 11 本) 

生駒北 SC 発：最大待ち時間 

60 分 (計 9 本) 
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2.2.2. 学研北生駒駅での乗継運賃の見直し 

富雄庄田線の一部系統の廃止及び新たな系統の新設により、高山地区と富雄方面との移

動は学研北生駒駅で乗継が必要になることから、学研北生駒駅を発着するバスにおいて、乗

継割引を適用し、富雄方面への乗継利便向上を図ります。 

 

【実施概要】 

・交通系 IC カードを使って、傍示方面～学研北生駒駅（①～④系統）と、学研北生駒駅

～富雄駅（155 系統）の路線バスを乗り継ぐ利用者を対象とします。 

・乗継割引金額は●円とします（小人料金・障がい者料金は●円とします）。 

・乗継時間は●時間以内とし、●時間を超過した場合は通常の乗車と同様に初乗り運賃が

発生します。 

 

 

2.2.3. その他の事業 

(1) モビリティ・マネジメントの実施 

公共交通マップや時刻表の配布等のモビリティ・マネジメントを実施し、路線の認知度向

上や利用促進を図ります。 

 

3. 地方公共団体による支援の内容（地方公共団体の負担額） 

 運行費の補助 

高山地区の公共交通サービスを確保、維持していくために、交通事業者に対して運行経費

の支援を行います。 

 

 モビリティ・マネジメントにかかる事業の実施 

(1) 公共交通・おでかけ情報等の広報媒体の作成 

路線バスのダイヤ改正や路線バスの再編等にあわせて、公共交通の路線や時刻表

が掲載された公共交通マップを作成・配布等を実施し、路線の認知度向上や利用促進

を図ります。 

 

(2) 市広報誌やホームページ、SNS 等での情報発信 

路線バスのダイヤ改正や路線バスの再編等にあわせて、市広報誌（広報いこま「い

こまち」）や生駒市ホームページ、生駒市公式 SNS 等を活用して、広く市民に周知を

図ります。 
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4. 予定実施期間 

令和 7 年度から令和 13 年度までとします。 

 

5. 事業実施に必要な資金の額（地方公共団体の負担額を除く）・調達方法 

 路線の再編、運行回数、運行時刻の変更 

奈良交通株式会社による富雄庄田線の学研北生駒駅～傍示間の運行に関する事業の資金

調達は、基本的に民間事業者の経営収益の一部を活用して実施します。 

 

■令和 7年度～令和 13年度（各年度）の資金（単年度） ※R5年度実績に基づいた試算 

項目 事業費（千円/年） 調達方法 実施年度 

総事業費 内訳 調達主体 補助金等 

高山地区におけ

るバス路線の再

編 

50,000 10,000 奈良交通 

株式会社 

－ 

(運輸収入) 

令和 7 年度～ 

令和 13 年度 

20,000 生駒市地域

公共交通活

性化協議会 

国補助 令和 7 年度～ 

令和 13 年度 

20,000 奈良交通 

株式会社 

市補助 令和 7 年度～ 

令和 13 年度 

※富雄庄田線の学研北生駒駅～傍示間は、フィーダー補助を申請予定。 

※上表記載の補助金額等は現時点の見込額であり、記載の通り調達がされない場合があり

得る。 

 

 その他の事業 

■令和 7年度～令和 13年度（各年度）の資金（単年度）  

項目 事業費（千円/年） 調達方法 実施年度 

総事業費 内訳 調達主体 補助金等 

モビリティ・マ

ネジメント 

1,000 500 生駒市 － 令和 7 年度～ 

令和 13 年度 

500 生駒市地域

公共交通活

性化協議会 

国補助 令和 7 年度～ 

令和 13 年度 

※上表記載の補助金額等は現時点の見込額であり、記載の通り調達がされない場合があり

得る。 
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6. 事業の効果 

項目 事業の効果 現況値 目標値 

高山地区におけるバス路線の再編 

 富雄庄田線の一部系統の見直し 

  ・ 帰宅時間帯の学研北生駒駅から傍示方

面へ運行本数 

平日：3 便 

休日：2 便 

平日：4 便 

休日：2 便 

・ 生駒北スポーツセンターへの運行本数 平日：0 便 平日：4 便 

・ 学研北生駒駅～傍示間の停留所数 
21 箇所 22 箇所 

 

7. 地域公共交通計画に利便増進事業に関連して実施される事業が定められて

いる場合には、当該事業に関する事項 

生駒市地域公共交通計画では、次ページの表の通り、基本方針「公共交通サービスの提供

による市民の活動機会の保障」の「②買い物や通院等の時間帯に合わせた公共交通サービス

の提供」と基本方針「まちづくりと連携した公共交通サービスの提供」の「⑥都市拠点等へ

の公共交通サービスの見直し・改善」の事業を、本利便増進実施計画に関連する事業として

位置づけている。 

また、前述の「2.2.3.その他の事業」に掲載した「モビリティ・マネジメントの実施」は、

基本方針「市民・地元企業・行政等の協働による公共交通サービスの充実」の「⑫公共交通・

おでかけ情報等の広報媒体の作成」や「⑬市広報誌やホームページ、SNS 等での情報発信」

と連携して実施する。 
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実施予定時期

細目
令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度
以降

鹿ノ台地区における公共交通サービスの
提供の検討

運行計画
検討

実証運行
開始

→ → → →

高山地区における公共交通サービスの提
供の検討

運行計画
検討

→ → 随時実施 → →

北田原地区における公共交通サービスの
提供の検討

運行計画
検討

→ → 随時実施 → →

菜畑地区における公共交通サービスの提
供の検討

運行計画
検討

→ → 随時実施 → →

真弓地区における公共交通サービスの提
供の検討

運行計画
検討

→ →

桜ケ丘地区における公共交通サービスの
提供の検討

運行計画
検討

→ →

②
買い物や通院等の時間帯に合
わせた公共交通サービスの提
供

買い物や通院等の時間帯に合わせた公共
交通サービスの提供の検討

ネット
ワーク再
編の検討

→
地区の検
証・ニー
ズの検証

○

③
公共施設等での多様なニーズ
に対応した公共交通サービス
の提供

コミュニティセンターを起終点とした公
共交通サービスの提供の検討

情報収集
実現可能
性検討

→ → → → →

地域主体の公共交通
サービスの検討

★ ④
近隣の助け合い輸送等の導入
に向けた検討

助け合い輸送の検討
情報収集
実現可能
性検討

実施準備 → 随時実施 → →

高齢者運転免許自主返納支援制度との連
携

生駒市高齢者交通費等助成事業との連携

将来の生活交通圏域に準じた公共交通
サービスの確保

ネット
ワーク再
編の検討

→ ○

道路整備事業と連携した公共交通サービ
スの検討

公共交通を活用した観光ルート整備の検
討

企画乗車券発行の検討

観光情報と合わせた公共交通情報の発信

⑧
学研高山地区等でのICTを活
用した交通システム等の検討

ICTを活用した交通システム等の検討
情報収集
実現可能
性検討

→ → → → →

⑨
MaaS等の技術を活用した乗継
利便性向上の検討

MaaS等による公共交通乗継利便性向上の
検討

情報収集
実現可能
性検討

→ → → → →

たけまる号西畑線の維持・確保（地域内
フィーダー系統）

地区特性に応じたたけまる号の運行改善

本市が提供する公共交通サービスの評価
指標の検討

指標検討 運用開始 → → → →

地域主体の公共交通サービス導入ガイド
ブックの作成

運用方法
検討

→ 運用開始 → →

★ ⑫
公共交通・おでかけ情報等の
広報媒体の作成

市の総合時刻表、おでかけ情報等を掲載
した広報媒体の作成

随時実施 → → → → →

★ ⑬
市広報誌やホームページ、
SNS等での情報発信

市広報誌やホームページ、SNS等での情報
発信

HP検討 運用開始 → → → →

継続性のあるイベントとの連携

新たなイベントの実施

子どもの送迎に対するモビリティ・マネ
ジメントの実施

転入者に対するモビリティ・マネジメン
トの実施

地元企業の送迎バス等への一般市民の混
乗化の検討

病院などの市内施設が運行している送迎
バスの混乗化の検討

商業施設と連携した料金施策

たけまる号への協賛金、企業広告の掲載

→ → →随時実施 → →

→
運行計画

検討
→ →

⑰
地元企業等との連携の推進
（協賛金・企業広告等）

ﾊ  ﾄﾅ 
の検討

→

地元企業等との協働や
連携の推進

⑯
企業や病院等の送迎バスとの
連携

随時実施 → →⑮
モビリティ・マネジメントの
実施

随時実施 → → → →

公共交通の情報提供

⑭
イベントを通じた公共交通の
利用啓発

★ ⑪
公共交通サービスの新規運行
や運行継続の水準の検討

→ → → → →

→

→ → →

随時実施

→

新しい技術の活用

市
民
・
地
元
企
業
・
行
政
等
の
協
働
に
よ
る
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

公共交通サービスの運
行形態や評価基準の改
善・検討

★ ⑩
たけまる号の運行形態の見直
し・改善

実施準備 → 随時実施 → →⑦
公共交通を利用して観光でき
る環境づくり

運行計画
検討

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の

提
供

まちづくりや観光分野
と公共交通の連携

⑥
都市拠点等への公共交通サー
ビスの見直し・改善

→ → → → →
高齢者が安心して利用
できる移動手段の確保

⑤
高齢者運転免許自主返納制度
等との連携

公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
る

市
民
の
活
動
機
会
の
保
障

市民の日常生活におけ
る活動機会の保障

★ ①
整備優先順位の高い地区への
公共交通サービスの提供

随時実施

基本
方針

事業の方向性 具体的な事業

注1) ★は重点的に検討･実施する事業を示す
注2) 連携計画からの引継ぎ事業を[継続･拡充]
     新たな事業を[新規]で示す

利便増進実
施計画やﾈｯﾄ
ﾜｰｸ再編を検
討する事業

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

新規

継続

拡充

継続

拡充

新規

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充

継続

拡充
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8. 地域公共交通計画に都市機能の増進に必要な立地の適正化に関する施策、

観光の振興に関する施策その他の関係する施策との連携に関する事項が定

められている場合には、当該連携に関する事項 

該当なし 

（現在検討中の生駒市立地適正化計画などで、高山地区の記載があれば追加する） 

 

9. その他利便増進事業の運営に重大な関係を有する事項がある場合には、そ

の事項 

該当なし 

 

 


